
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
社会福祉法人 

ウィンズライフ 
代表者 

理事長 
 高橋 純 

 
法人・ 
事業所 
の特徴 

1 人 1 人がゆったりと自由に過ごし、思い思いの活動を楽しまれています。 
利用者様の今出来る事をしっかり把握し、困っている事をお手伝いする事で 
日常生活を安心して過ごして頂けるよう心掛けサービスを提供しています。 
また、ご家族様にも「安心」を提供出来るよう努めております。 事業所名 

ウィンズの森離宮 
星のラウンジ 

管理者 
 

海老田 厚子 
 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

2 人 人 4 人 1 人 人 1 人 2 人 2 人 人 12 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 
確認 

  ヒヤリはっとを通して事故を未

然に防ぐなどよく出来ている。       

アセスメントシートや申し送り

を行い情報共有する等取り組み

が出来ている。 

スタッフが外部との交流や、どの

ような会議に参加しているか等

把握出来ていないようなので、申

し送りやノートに記入し内容を

伝えていく。 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

  静かで落ち着いた環境で利用者

の 方 々 も 穏 や か で あ る 。                

季節にあった掲示物がとても良

い。 

初めての方は、どこに行けばよい

のか分からないと思うので、外に

も案内があると良い。 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

  挨 拶 は と て も 良 い 。                   

小規模多機能はなじみが薄い。 
運営推進会議に参加されている

方に理解して頂き、地域の方々へ

の呼びかけを行っていく。 

Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

  行事等で外食・外出・買物など行

っ て い る事 は とても良 い 。         

デイサービス等で交流は行われ

ている。 

外出の機会を増やし、地域との交

流を図る。 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

  運営推進会議には利用者様にも

参 加 頂 い て い る 。          

ボタンティアさんが来ている事

は良いと思う。 

運営推進会議の参加者に行事の

参加を呼びかけ、ボランティアさ

んを紹介して頂けるようにする。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

  避難訓練を行っているのは知っ

ている。水害があれば特養の 2F
に避難した方が良い。 

防災訓練には、地域の方々のより

多くの参加を呼び掛けていく。   

マニュアルをスタッフ全員が把

握しておく。 


